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当社について
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事業者には販売促進・顧客接点を。
消費者には安心体験を。

5

事業者（製造・販売）

製品
サービス

消費者

保証による
購買訴求

＜初期保証期間＞ ＜延長保証期間＞

保証コスト負担＝事業者 保証コスト負担＝消費者

利用
開始

顧客接点の継続

安心体験の継続

〇 企業の持つニーズに応じて、保証制度を設計・構築
例：製造者、販売者負担にて初期保証を長期化する
例：消費者負担の延長保証サービスを提供する

〇 業務オペレーションの請負やCRM支援を実施

×
不具合発生

無料修理・交換

×
不具合発生

無料修理・交換
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Enabler（イネーブラー）として
保証インフラ機能を提供

保険
会社 サービス組成

クライアント

保証
サービス

最
適
化
さ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

消費者

イネーブラー※

（システム/オペレーション提供）

ブランド
プロバイダー

（ライセンス保有者）

※イネーブラー：特定のコア技術で社会システムを支える企業
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Provider（プロバイダー）として
資金決済インフラ機能を提供

最
適
化
さ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

消費者

資金決済業
クライアント

資金準備
サービス

ブランド
プロバイダー

（ライセンス保有者）
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リアルとデジタルを組み合わせ
新たな顧客体験価値を提供

新
た
な
顧
客
体
験

価
値
の
提
供

消費者AI自動対応×専門家対応
ハイブリッド型

コンタクトセンター

オンライン動画による
点検・現地調査サービス

メンテナンス業界特化型
見積・決済システム

高品質な全国
メンテナンスネットワーク

クライアント

アフター
サービス

ブランド

オペレーション支援



ストック型とフロー型の
ハイブリッド型経営が特徴
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HomeworthTech事業 ExtendTech事業

建物・設備に関する長期保証

期間按分計上が中心

保証制度構築コンサル
＋アドミ業務

当期一括計上が中心

主力商品

ハウスメーカー・マンション
デベロッパー・ビルダー・工務店
などを中心とした住宅事業者

累計取引社数 約4,000社

再生可能エネルギー関連
教育ICT関連などを

中心にした各種メーカー

累計取引社数 約1４0社

主な取引先



2009年

6月期

2010年

6月期

2011年

6月期

2012年

6月期

2013年

6月期

2014年

6月期

2015年

6月期

2016年

6月期

2017年

6月期

2018年

6月期

2019年

6月期

2020年

6月期

2021年

6月期

2022年

6月期

2023年

6月期

創業以来、１４期連続で増収を達成
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※「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を２０２２．６期の期首から適用しており、
２０２１．６期については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値を記載しております。



業績報告
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売上高

営業利益

経常利益

親会社株主に
帰属する

四半期純利益

835

133

171

119

△６０

△１９６

△１７８

△１１８

1,733

289

360

243

事業拡大に向け基盤増強を推進する中で
期初計画通り進捗中

93.2％

40.4％

48.9％

50.3％

13

3,953

860

1,010

685



2023年6月期
第1四半期

保証契約残高（【前受収益＋長期前受収益】の残高）
↓

将来に亘っての確定売上

保証契約残高は
当第1四半期末で８１億円を突破

2022年6月期
第4四半期

2022年6月期
第3四半期

2022年6月期
第2四半期

2022年6月期
第1四半期

2021年6月期
第4四半期

2021年6月期
第3四半期

2021年6月期
第2四半期

2021年6月期
第1四半期

2020年6月期
第4四半期

2020年6月期
第3四半期

2020年6月期
第2四半期

2020年6月期
第1四半期

14※「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を２０２２．６期の期首から適用しております。



835

509

313

11

△６0

＋62

△111

△11

住宅関連保証の獲得が好調に推移
他事業も含め計画通り進捗中

93.2％

113.9％

73.7％

50.6％

15

895

447

425

23

売上高

Homeworth
Tech

事業

ExtendTech

事業

その他



１３３

４

１３４

△５

△１９６

△２７

△1６５

△３

ビジネス基盤強化への先行投資により
対前年比減益も、期初計画通り進捗中

40.4％

13.4％

44.8％

ー

16

３２９

３１

２９９

△１

営業損益

Homeworth
Tech

事業

ExtendTech

事業

その他



長期保証サービスは、会計処理上
拡大期に利益が圧迫される構造
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（例）第n期に10年間の設備保証料を一括領収した場合

入金
ベース

会計
処理

保証料
入金

10

１

n期 n+1期 n+2期 n+3期 n+4期 n+5期 n+6期 n+7期 n+8期 n+9期

１ １ １ １ １ １ １ １ １

B/S（長期）前受収益として計上

同様に原価（保険料等）も分割計上

手元には潤沢なキャッシュが発生
（成長投資や資産運用の原資に）



再生可能エネルギー領域を中心に
売上高は拡大見込み
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第1四半期

2022年6月期

第2四半期

2022年6月期

第3四半期

2022年6月期

第4四半期

2023年6月期

第1四半期

2023年6月期

第2四半期

2023年6月期

第3四半期

2023年6月期

第4四半期

ExtendTech事業における売上高の内訳とその推移
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人材・システムに対する
徹底した積極投資を継続

採用・研修費
2021.6期比：360%

販管費
（百万円）

19

（ご参考）
システム投資額

システム投資額
（百万円）

その他

79

133

196

人件費
（採用・研修以外）

システム
関連費用

（実績） （実績） （計画）
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前期比で大幅な増収・増益を予想
経常利益は初の大台：10億円超過へ

※「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を２０２２．６期の期首から適用しており、
２０２１．６期については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値を記載しております。

営業利益
経常利益
（百万円）

販管費
（百万円）

2017年6月期 2018年6月期 2019年6月期 2020年6月期 2021年6月期 2022年6月期 2023年6月期
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新規サービス受注社数は高水準で推移
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第2四半期
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2022年6月期

第4四半期

2023年6月期

第1四半期
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住宅メンテナンスの履歴管理アプリ
「おうちアルバム」をリリース
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「おうちマネージャー」グッドデザイン賞※受賞
※主催：公益財団法人日本デザイン振興会
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おうちLiveアシスト※を２０23年２月に
正式リリース予定

画面はイメージです。

ビデオ通話＋便利ツール
を活用した

コミュニケーション

メンテナンス受付担当 メンテナンス依頼者
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